
富山県医師会入院生活やすらぎ事業運営委員会 富山県立中央病院 

問合先 富山県立中央病院 経営管理課 076(424)1531(内線 3193) 

Nocturnes  E-Flat Major, Op.9-2 

Piano Sonata No.14 In C Sharp Minor, Op.27-2  “Moonlight” 

Ballade  No.2  B minor  S.171 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2026／ 8／ 26 (wed.) 

1 階ふれあいプラザ／16:00 より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ノクターン 第２番 変ホ長調 作品９の２ 【ショパン】 

 

 

●ピアノ・ソナタ第１４番嬰ハ短調 作品２７－２「月光」【ベートーヴェン】 

 

 

第 1楽章：アダージョ・ソステヌート 

      Adagio Sostenute 

第２楽章：アレグレット 

      Mov:Allegretto 

第３楽章：プレスト・アジタート 

Mov:Presto aditato 

●バラード 第２番 ロ短調 Ｓ.１７１    【リスト】 

 

 

第 263 回 

ヒーリングコンサート 

Healing Concert 

～･～  Program  ～･～  

 

Piano solo／松本  良子 さん  
 



 

＊～～＊ 曲目解説 ＊～～＊ 

 

 

●ノクターン 第２番 変ホ長調 作品９の２                     【ショパン】1810-1849 ポーランド 

変ホ長調作品９の２は、ノクターン（夜想曲）の中であまりにも有名です。 

かわるがわる出てくる二つの旋律が連続して繰り返される時、ハーモニーを明瞭にすることと装飾の増大により、各々は劇的に深められていきます。この曲において

も、転調の巧妙さや半音階的変化は、声楽様式の限界を遥かに超えています。単なるヴィルトゥオーソ的な誇示ではなく、むしろ劇の絶対必要な部分であるカデンツ

ァによって解決され、巨大な情緒的クライマックスへ堂々と入ります。 

 

●ピアノ・ソナタ第１４番嬰ハ短調 作品２７－２「月光」              【ベートーヴェン】1770-1827 ドイツ 
このソナタは、「月光」というタイトルでたいへん広く親しまれていますが、そのタイトルは、詩人兼音楽評論家のレルシュタープ(1799-1860)が、第 1楽章につい

て描写した「スイスのルツェルン湖の月光の波に揺らぐ小舟のように・・・」という言葉のなかから伝えられたものといわれています。 

ベートーヴェン自身、このソナタに「幻想曲風ソナタ」というタイトルを付して発表しました。この作品は古くから非常に高い人気を博していたようで、曲にまつ

わるさまざまなエピソードが現在に至るまで伝え続けられています。そしてそれは、この作品の特色である独自の魅力や美しさに由来する伝説として、私たちの心

に無限のロマンを感じさせずにはおきません。いずれにしても、このように第１楽章を静的で抒情的な緩徐楽章としたソナタは、当時としては既成の概念を打ち破

ったユニークで大胆な楽章として広く注目を集めたのでした。 

この作品は、1801年に作曲されたもので、ベートーヴェンの不滅の恋人の候補の一人となっていたジュリエッタ・グイチャルディ伯爵令嬢に献呈されています。 

 

◎第1楽章 アダージョ・ソステヌート：自由な 3部形式で書かれている楽章で、静寂な音の世界の中に豊かな詩情や幻想性が湛えられています。 

 

◎第２楽章 ア レ グ レ ッ ト ：リストが「一つの深淵の間に咲く花」と称した楽章で、３部形式で書かれています。 

 

◎第３楽章 プレスト・アジタート ：ソナタ形式で書かれている楽章で、激烈な高揚が印象深いフィナーレとなっています。 

 

●バラード 第２番 ロ短調 Ｓ.１７１                        【リスト】1811-1886 ハンガリー 
バラード（譚詩）とは、中世に起源を求められる定型詩です。また、舞踏歌や南フランスの吟遊詩人たちによって歌われた物語歌なども、その名

で呼ばれていました。たとえばゲーテの「魔王」のような叙事的な詩も「バラード」と呼ばれています。また、シューベルトを初めとするリート

の作曲家によっても作られました。そして、ピアノ独奏のための「バラード」としては、ショパンの 4曲が有名です。 

 

リストは、「バラード」と題する作品を 2曲残しています。その第１作は、１８４５年から４８年にかけて書かれていますが、この第２番は、そ

れからさらに５年余りを経て、１８５３年に同じ調性を持つリストの唯一のソナタと前後してワイマールにおいて作曲されました。 

この作品は、スケールの大きさや感情の豊かさ、そして多彩な表現技巧を巧緻に生かしたものとして第１番より遥かに優れた存在をなすものとさ

れているばかりでなく、リストのすべてのピアノのための作品の中でも見逃すことのできないものの１つとなっています。 

この「バラード」が、どのような叙事的内容を持つものであるかということは、リスト自身によって明らかにされていませんが、ある民族的な

出来事を物語ったものであろうと想定されています。 

曲は、半音階的進行による低音部の上に提示されます。烈しく力感的なものを持つ主題と、優しく抒情的な主題とを中心に、まったく自由に展開

されます。 


